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的
な
高
度
利
用
を
図
り
、
防
災
性
を
向

上
さ
せ
、
併
せ
て
、
生
活
利
便
性
の
高

い
施
設
を
導
入
し
、
快
適
な
住
環
境
の

整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
交
通
広
場
の

整
備
等
に
よ
っ
て
、
交
通
環
境
を
改
善

す
る
事
業
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

期
待
さ
れ
て
お
り
、
早
期
事
業
化
が
待

ち
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
地
区
は
、
西
武
池
袋
線
保
谷
駅
の

南
口
に
位
置
し
、
都
道　

号
線
と
の
間

２３３

に
挟
ま
れ
た
地
区
で
す
。
保
谷
駅
は
１

日
当
た
り
約
５
万
２
千
人
の
乗
降
客
数

を
数
え
、
西
東
京
市
の
東
の
玄
関
口
と

し
て
の
顔
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■
都
市
基
盤
の
状
況

　

駅
北
口
は
交
通
広
場
の
整
備
が
済
ん

で
い
ま
す
が
、
駅
南
口
地
区
は
交
通
広

場
が
未
整
備
で
す
。
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

用
の
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
、
交
通
機
能
が

十
分
に
発
揮
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

駅
南
口
を
東
西
に
走
る
都
道　

号
線

２３３

は
、
幅
員
約
７�
の
道
路
で
、
１
日
約

１
万
台
の
交
通
量
が
あ
り
ま
す
が
、
歩

道
と
車
道
が
分
離
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
歩
行

者
が
安
全
に
通
行
で
き

る
状
態
に
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。

■
土
地
利
用
の
状
況

　

再
開
発
事
業
区
域
内

の
半
数
以
上
の
建
物

は
、木
造
家
屋
で
あ
り
、

防
災
上
危
険
な
状
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
内
の
用
途
地
域

は
商
業
地
域
で
あ
る
と

と
も
に
、
今
後
、
一
層

の
土
地
の
有
効
活
用
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
け
る
都
市
計
画
道
路
の
第
二
次
事
業

化
計
画
に
お
い
て
、
市
が
実
施
す
る
再

開
発
支
援
の
た
め
に
、
西
東
京
都
市
計

画
道
路
３
･
４
･　

号
線
お
よ
び
３
･

１２

４
･　

号
線
の
整
備
を
東
京
都
施
行
で

１６

行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

   
以
後
、
東
京
都
に
よ
り
着
実
に
再
開

発
支
援
の
街
路
整
備
が
進
む
な
ど
、
東

京
都
の
協
力
体
制
が
と
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
事
業
は
、
駅
前
の
土
地
の
合
理

　

保
谷
駅
南
口
地
区
（
以
下
、「
本
地

区
」）
は
、
昭
和　

年
代
か
ら
再
開
発
の

５０

検
討
が
開
始
さ
れ
て
以
降
、　

年
近
い

３０

長
い
年
月
が
経
過
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
平
成
６
年
に
再
開
発
を

考
え
る
地
元
組
織
が
解
散
し
、
そ
の
後
、

平
成
８
年
に
策
定
さ
れ
た
多
摩
地
域
に

保谷駅南口完成予想図

↑駅南口の都道は、歩道と車
道が分離されていないため、
歩行者が安全に通行できる状
態になっていません。

→南口駅前は、交通広場が未
整備のため、バスやタクシー
用のスペースも狭く、交通機
能が十分に発揮できません。

第一種市街地再開発事業とは
　低層の木造建築物などが密集し、土地の利用に改善を要す
る地区について、地区内の建築物を除却し、中高層のビルを
建築し、併せて道路やオープンスペース等の整備を行いま
す。そのため、地区内に以前から土地・建築物について権利
をお持ちの方は、基本的にそれぞれの権利に応じて、事業に
よってできた新しいビルの敷地・床に権利が移ることとなり
ます。

保谷駅
南口地区

　

保
谷
駅
南
口
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年　

月
に
都
市
計
画
決
定
を
し
た
保
谷
駅
南
口
地
区
第
一

１２

１２

種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
都
市
計
画
変
更
（
案
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

縦
覧
と
意
見
書
の
提
出
期
間
を
設
け
ま
し
た
。

◆
再
開
発
課
（�
　

・
１
７
１
１
）

３８

保
谷
駅
南
口
地
区
に
は

再
開
発
事
業
が
必
要
で
す

保
谷
駅
南
口
地
区
は

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
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　保谷駅南口地区再開発の主な経緯
保谷駅南口地区市街地再開発事業等
調査の実施（再開発事業対象地区約
１．９㌶）

昭和５８年

説明会や勉強会などを実施昭和58～61年度

保谷駅南口地区基本計画調査を再度
実施、事業対象区域を約１．３�に規模
縮小

平成２年

説明会や勉強会などを再度実施平成３～５年度

組合施行による再開発事業を断念平成６年

多摩地域における都市計画道路の第
二次事業化計画において、保谷３･４･
９および３･４･13号線（現、西東京３
･４･12および３･４･16号線）が都施行
予定路線に位置付け

平成８年３月

保谷市施行による再開発事業を進め
ることになる。以後、勉強会を進める平成８年度

都市計画決定（市施行、約０．７㌶）平成12年12月

事業化に向けた調査・検討平成13～１５年度

西東京市保谷駅南口地区第一種市街
地再開発事業特別会計を設置平成16年４月


